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八千代市農業委員会だより

　
農
業
委
員
会
は
農
地
の
許
認
可
だ
け
で
は
な

く
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
で
は
、な
ぜ
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。耕
作
放
棄
地
の
発
生
は
、

害
虫
の
発
生
、鳥
獣
被
害
の
誘
発
、そ
し
て
明
渠

排
水
路
を
塞
い
で
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、営
農

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、近
年
農
地
の
大
事
な

役
割
の
一
つ
で
あ
る
、街
の
景
観
形
成
を
損
ね
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
昨
年
7
月
に
新
設
さ
れ
て
か
ら
、2
回
目

と
な
る
農
地
利
用
状
況
調
査
を
今
年
の
8
月
か

ら
9
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
調
査
を

基
に
、年
内
に
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
利
用
意

向
の
確
認
等
を
行
い
、所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、農
地
中
間
管
理
機
構（
信
頼
で
き
る
農
地
の

中
間
的
受
け
皿
で
、県
知
事
が
監
督
す
る
公
的
機

関
）と
連
携
し
、担
い
手
及
び
新
規
就
農
者
へ
の

斡
旋
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、利
用
関
係
者
の

架
け
橋
と
な
り
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲ 今年も猛暑の中、農地の利用状況調査を行いました

◆「平成 31 年度八千代市農業施策に関する意見書」の

　　提出について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

◆ 平成 30 年度の目標及び活動計画を策定しました・・・・３

◆ 農地の権利取得の下限面積が決定しました・・・・・・・３

◆ 農業委員会からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・３

◆ 農家リレー随筆・・・・・・・・・・・・・・・４

◆ 農業者年金で老後の備えを！・・・・・・・・・４

◆ 女性農家の皆さんへ・・・・・・・・・・・・・４

◆ 編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

主
な
内
容

か
け
が
え
の
な
い

　
　

農
地
の
保
全
に
向
か
っ
て
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平
成
30
年
10
月
12
日
、
農
業
委
員
会

か
ら
服
部
友
則
市
長
へ
「
平
成
31
年
度

八
千
代
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
本
年
4
月
に
農
業

者
や
経
営
体
1
1
8
名
に
対
し
て
実

施
し
た
、「
平
成
30
年
度
八
千
代
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
に
対
す
る
回

答
の
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
意
見
や
要

望
な
ど
を
基
に
、
討
議
を
重
ね
て
作
成

し
た
も
の
で
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る

市
の
農
業
施
策
や
予
算
編
成
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
施
策
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１ 

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

　
八
千
代
市
の
農
業
は
、
農
業
者
の
高

齢
化
、
遊
休
農
地
の
増
加
、
土
地
持
ち

非
農
家
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
や
新
規
参
入
の
促
進
等
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
」
が
推
進
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

　
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
平
成
28

年
の
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

が
必
須
事
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
10
月
に
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
指
針
」

を
定
め
、
農
業
者
の
意
思
と
地
域
の
資

源
に
照
ら
し
た
実
現
可
能
性
の
あ
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
に
積

極
的
に
参
画
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
地
域
ご
と
の
策
定
に
向
け
、
市
と
農

業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
、
各
関
連
機
関
と
協
力
し
地
域
の
話

し
合
い
活
動
等
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
、
集
落
・

地
域
の
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
に
関
す

る
話
し
合
い
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市

町
村
が
素
案
を
作
成
し
、
検
討
会
の
審

査
を
経
て
市
町
村
長
が
決
定
す
る
も
の

で
す
。
　

　2 

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な

ど
の
た
め
、
八
千
代
市
に
お
い
て
も
遊

休
農
地
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
末
に
は
1
0
0
・
36
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
田
68
・
33
ヘ
ク
タ
ー
ル
　
畑
32
・

03
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
遊
休
農
地
が
発
生

し
て
お
り
、
管
内
の
農
地
面
積
と
の
割

合
は
10
・
87
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
農
地

の
再
生
活
動
に
係
る
費
用
を
支
援
す
る

補
助
事
業
の
導
入
や
遊
休
農
地
を
活
用

し
た
事
業
の
調
査
研
究
な
ど
の
支
援
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

3 

担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成
や

「
平
成
31
年
度
八
千
代
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て

確
保
に
つ
い
て

　
八
千
代
市
の
農
業
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
農
業
後
継
者
や
新
た
な
担
い
手

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
な
農
業
経
営
を
行
え
る
担
い
手
を
育

成
・
確
保
す
る
取
り
組
み
を
推
進
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
や

地
元
出
身
の
農
家
を
増
や
す
た
め
に
も

こ
ど
も
や
若
者
が
農
業
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

4 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会
に
よ

る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
業
務
等
に
よ
り
、

一
定
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
近
年
、
ム

ク
ド
リ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
類
の
被
害

が
増
加
し
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
生

産
意
欲
の
減
退
や
耕
作
放
棄
地
の
増
大

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
、
引
き
続

き
対
策
の
強
化
と
農
業
者
へ
の
研
修
等

の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

5 

農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る
た
め



八千代市農業委員会だより

2

八千代市農業委員会だより

3

第41号 第41号

約
化

　
新
規
集
積
面
積
　

8
・
2
ヘ
ク
タ
ー

ル
　
※
管
内
の
農
地
面
積
（
平
成
30
年
4

月
現
在
） 

8
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
新
た
な
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る

者
の
参
入
促
進

　
経
営
体
数
　

1
経
営
体

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

　
解
消
面
積
　

5
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積
（
平
成

30
年
4
月
現
在
） 

1
0
0
・
36
ヘ
ク

タ
ー
ル

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　
解
消
面
積
　

0
・
17
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
※
管
内
の
違
反
転
用
面
積
（
平
成
30

年
4
月
現
在
） 
0
・
17
ヘ
ク
タ
ー
ル

【
活
動
計
画
】

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

約
化

　
・
所
有
農
地
に
対
す
る
意
向
調
査
を

　
　
行
う
。（
12
月
）

　
・
意
向
調
査
を
基
に
利
用
集
積
可
能

　
　
な
農
地
の
台
帳
整
備
を
行
う
。

　
　（

1
月
～
2
月
）

　
・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
で
利
用
集
積

に
は
、
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
が
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
も
農
産
物
直
売
所
の
設
置
な
ど
を
求

め
る
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。現
在
、

八
千
代
市
に
お
い
て
は
、
J
A
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
や
八
千
代
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
直
売
所
が
あ
り
、
そ
の
会

員
農
家
の
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
直
売
所
の
設

置
や
や
ち
よ
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
直
売
所
の
拡
充
、
食
品
加
工
販
売

所
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
に
向

け
、
さ
ら
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向
け
、

目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動
計
画

を
策
定
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
目
標
】

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

　
　
の
周
知
を
図
る
。（
3
月
）

②
新
た
な
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る

者
の
参
入
促
進

　
・
親
元
ま
た
は
独
立
就
農
の
意
向
を

　
確
認
し
、
就
農
支
援
事
業
に
誘
導

　
す
る
。（
12
月
）

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

　
・
管
内
全
域
の
巡
回
調
査
を
一
斉
に

　
実
施
（
利
用
状
況
調
査
）
し
、
遊

　
休
農
地
を
把
握
す
る
。（
8
月
～

　
9
月
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　
・
県
と
合
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
す
る
。

　
・
転
用
工
事
進
捗
状
況
確
認
の
パ
ト

　
ロ
ー
ル
を
随
時
行
う
。

　
・
違
反
転
用
禁
止
の
周
知
を
図
る

　
農
地
の
権
利
を
取
得
す
る
に
は
、
農

地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
そ

の
許
可
を
受
け
る
た
め
の
要
件
の
一
つ

に
、「
申
請
農
地
を
含
め
、
耕
作
す
る

農
地
の
合
計
面
積
が
下
限
面
積
以
上
で

あ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
目
標
及
び

活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た

農
地
の
権
利
取
得
の
下
限

面
積
が
決
定
し
ま
し
た

　
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
農
業
振
興
地

域
内
の
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。
農
地

の
貸
し
借
り
は
、
新
た
な
農
地
の
貸
借

制
度
に
よ
り
※
（
公
社
）
千
葉
県
園
芸

協
会
が
行
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
農
政
課
（
☎

4
8
3
︱
1
1
5
1
）
ま
た
は
（
公

社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部
（
☎

0
4
3
︱
2
2
3
︱
3
0
1
1
）
へ
。

※
（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
は
、
千

葉
県
か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
限
面
積
は
農
地
法
で
50
ア
ー
ル
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
農
業
委
員
会
が
変
更
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
平

成
30
年
第
7
回
総
会
に
お
い
て
審
議
し

た
結
果
、
下
限
面
積
は
現
行
の
50
ア
ー

ル
に
決
定
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
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農
業
者
年
金
で

　
老
後
の
備
え
を
！

女
性
農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
活

動
し
な
が
ら
農
業
の
経
験
を
積
め
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
に
申
し
込
み

ま
し
た
。

　
幸
い
、
受
け
入
れ
て
く
れ
た
農
家
の

方
が
非
常
に
良
い
方
で
、
事
情
を
説
明

し
た
と
こ
ろ
、
学
校
や
本
で
は
学
べ
な

い
よ
う
な
、
現
場
の
生
き
た
知
識
を

色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
の
経
験
は
、
現
在
で
も
非
常
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
縁
が
あ
り
、
志
田

家
に
婿
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在

は
私
と
妻
、
そ
し
て
義
母
の
3
人
で
農

作
業
を
し
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
、
ピ
ー
マ
ン
や
小
松
菜
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
露
地
野
菜
を
中
心

に
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
い
ち
ご
農

家
に
な
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。
ま

た
、
昨
年
7
月
か
ら
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に

就
任
し
た
の

で
、
八
千
代

市
の
農
業
を

活
性
化
さ
せ

ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

～
就
農
ま
で
の
道
～

 

志
田　
啓
佑
（
米
本
）

　
一
般
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
生

ま
れ
た
私
は
、
小
学
校
1
年
生
の
時
に

八
千
代
市
の
新
木
戸
付
近
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。
当
時
は
畑
や
牧
場
が
広

が
る
中
、小
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

畑
の
横
の
道
を
通
学
す
る
こ
と
が
日
常

で
あ
り
、
そ
の
風
景
を
見
て
育
っ
た
こ

と
が
、
私
が
農
業
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
で
地
学
、
大
学
院
で
植
物
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
就
職
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
が
、
農
家
に
な
ろ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
両
親
に
反
対
さ
れ
て
一
旦
あ
き

ら
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
会
社
に
就
職
し
、そ
の
後
、

転
職
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社
で

勤
務
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
35
歳
に
な
る
こ
ろ
、
農
家

に
な
る
と
い
う
夢
を
あ
き
ら
め
き
れ

ず
、
再
度
両
親
を
説
得
し
て
農
家
に
な

る
道
を
進
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
農
業
の
経
験
が
全
く
な
い
状
態
で
農

業
を
始
め
る
の
は
非
常
に
難
し
い
た

め
、
ど
こ
か
で
勉
強
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
八
千
代
市
に
は

農
家
リ
レ
ー
随
筆

編
集
後
記

　
現
在
の
広
報
委
員
が
編
集
す
る

八
千
代
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発

行
は
3
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
に
農
業
委
員
会
の
活

動
状
況
や
充
実
し
た
記
事
を
お
届
け

す
る
た
め
、
各
方
面
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
編
集
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
緑
地
の
指
定
が
平
成

34
年
に
満
期
を
迎
え
ま
す
が
、
新
た

な
対
応
に
つ
い
て
担
当
課
等
で
情
報

の
収
集
を
行
い
、
本
誌
面
で
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
詳
し
く
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
　
間
　
野
　
惠
　
一
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農
業
者
年
金
は
、
自
ら
積
み
立
て
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
・

確
定
拠
出
型
の
た
め
、
安
定
的
な
財
政

方
式
の
年
金
で
す
。

農
業
者
年
金
へ
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

　
◆
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　
　（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

　
◆
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
◆
60
歳
未
満

　
問
い
合
わ
せ
は
、
J
A
八
千
代
市

（
☎
4
5
0
︱
3
7
1
1
）
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
4
8
3
︱

1
1
5
1
）
へ
。

　
農
業
委
員
・
推
進
委
員
と
し
て
活

躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
関
心
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
地
元
の

農
業
委
員
・
推
進
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。


